
収
録
さ
れ
た

（解
題
II
稿
者
）。

し
か
し
な
が
ら
撰
集
の
本
体
に
つ

七

『中
世
歌
書
集
j

（一

九
八
七
年
六
月

早
稲
田
大
学
出
版
部
）
に

七
）
を
所
蔵
し
お
り
、
こ
れ
ら
は
早
稲
田
大
学
蔵
資
料
影
印
叢
書

る

『続
古
今
和
歌
集
覚
宴
和
歌
』

一
巻

（特
別
・

ヘ
四
・
七

第

一―

勅
撰
和
歌
集
で
あ
る
『
続
古
今
和
歌
集
」
に
関
し
本
学

新
収
の
歌
書
三
点

『続
古
今
和
歌
集
」

|
『
続
古
今
集
』

近
年
、
本
学
中
央
図
書
館
特
別
資
料
室
に
収
蔵
さ
れ
た
貴
重
本

の
中
か
ら
、
標
記
の
歌
書
三
点
に
つ
い
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

図
書
館
は
、
同
集
物
故
歌
人
目
録
た
る

『続
古
今
和
歌
集
目
録
』

一
巻

（特
別
こ
一
五

・
1
0
九
一。

孤
本
）
、
な
ら
び
に
文
永
三
年
三

月

一
三
日
に
催
さ
れ
た
同
集
党
宴
に
お
け
る
和
歌
懐
紙
を
記
録
す

『
雲
葉
集
』

『
歌
合
集
』
ー

い
て
は
、
大
学
院
文
学
研
究
科
の
所
蔵
す
る
江
戸
中
期
写
二
十

一

代
集
揃
本
中
に
含
ま
れ
る
の
み
で
、
図
書
館
の
資
料
構
成
の
上
か

ら
は
遺
憾
な
状
態
に
あ

っ
た
。
そ
れ
を
補
完
す
べ
く
、
今
般
『
続

古
今
集
j

の
古
写
本
が
購
入
さ
れ
た
次
第
で
あ
る
。

度
収
蔵
資
料
。
志
満
家
か
ら
購
入
。
現
在
整
理
中
の
た
め
請
求
番

号
は
未
定
。

一
九
九
九
年

縦
二
三

・

ニ
糎
、
横

一
七
•

O
糎
の
列
帖
装
本

一
帖
。

表
紙
は

紺
地
に
蓮
華
唐
草
文
の
金
襴
緞
子
だ
が
、
改
装
さ
れ
た
も
の
。
同

中
央
に
藤
色
の
古
題
袋

（縦
―
-

．
七
糎
、
横
三
・
ニ
糎
）
に
「
続

古
今
和
歌
集
」
と
あ
る
が
、
右
上
方
が
破
損
し
て
い
る
。
見
返
し

一
面
に
は
、
布
目
地
に
牡
丹
唐
草
押
文
の
金
紙
を
貼
る
。
料
紙
は

良
質
な
鳥
の
子
紙
で
、
全
二
六
六
丁
、
う
ち
遊
紙
は
首
一
丁
、
尾

兼

築

信

行
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三
丁
、
墨
付
二
六
二
丁
°

一
面

一
0
行
、
和
歌

一
首
一
行
書
き
、

詞
書
三
字
下
げ
。
本
文
同
築
の
墨
書
き
入
れ
あ
り
。
室
町
後
期
写
。

新
収
本
を
、
覚
宴
本

一
九
一
五
首
の
内
容
を
伝
え
る
尊
経
閣
文

五
詞
書
・
作
者
、
七
三
五
詞
書
・
歌
、

一
八
二
四
詞
書
ー
歌
、

一
九
0
0
詞
書
ー
歌
。

五
作
者
、

五
二
作
者
ー
五
三
歌、

②

新
収
本
が
小
字
で
補
記
し
て
い
る
部
分
は
次
の
通
り
。

表
裏
）

が
く
る
。
そ
の
後
は

一
八
八
四
歌
ー
一
八
九
二
歌
ま

そ
の
次
に

一
八
六
七
作
者
ー
一
八
七
三
作
者
（
第
二
五
六
丁

詞
書
、

は

一
八
七
三
歌
ー
一
八
七
九
歌
（
第
二
五
五
丁
表
裏
）
が
続
き
、

ー
歌
、

一
八
八
五
作
者
ー

一
八
八
六

数
は
、
遊
紙
を
含
め
た
全
丁
数
の
通
し
番
号
で
表
示
す
る

）
の
~

0
六
詞
書
・
作
者
、

一
七
六
八
詞
書

⑤
 

三
四
六
作
者
・
歌
、

一
七

て
書
写
さ
れ
る
（
二
度
目
の
部
分
で
は
一

三
五
五
詞
書
が
脱
）
。

五
0
歌、

―
二
七
六
作
者
・
歌
、

す
な
わ
ち

一
三
五
三
歌
ー
ニ
ニ
五
九
作
者
の
部
分
が
重
複
し

1
0九
0
歌、

―
二
八
九
詞
書
i
歌、

一
五
八

0
歌
！

一
五
八
一
作
者
、

一
七
0
七
作
者
・
歌
、

一
八
七
作
者
・
歌

(-
八

④
 

ニ
ニ
五
三
の
歌
に
戻
る
。

真
名
序
、
仮
名
序
、
五

0
三
作
者
・
歌
、

六
五
四
歌
ー
六
五

置
す
る
。

①
為
氏
本
に
あ
っ
て
、
新
収
本
に
な
い
部
分
は
次
の
通
り
。

に
位
置
す
る
。

羅
旅
•
八
七
四
が
離
別
•
八
四
一
の
次
に
位

次
の
よ
う
な
異
同
が
あ
る

（歌
番
号
は
新
編
国
歌
大
観
番
号
）
。

七
七
作
者
、
七
二

O
詞
書
・
歌
、

歌
ー

一
三
七

0
作
者
。

一
三
二
九
歌
、

八
の
順
。

六
ニ
―
•
六
二
0
の
順
。

七
二
二
が
七

一
八
の
次

一
三
五
九
の
詞
書
・
作
者
の
後
、

一
八
六
六
詞
書

（第
二
五
四
丁
裏
終
II
以
下
本
稿
に
お
い
て
丁

庫
蔵
伝
為
氏
筆
本

（「
新
編
国
歌
大
観
j

底
本
）
と
比
較
す
る
と
、

③

為
氏
本
と
の
歌
順
の
相
違
は
次
の
通
り

。

四
四
九
•
四
四

破
損
し
た
漆
塗
箱
に
収
め
る
が
、
間
に
合
わ
せ
の
よ
う
で
あ
る
。

一
三
六
九

「
我
楽
多
／
文
庫
／
蔵
書
」
の
変
形
朱
陽
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。

六
五
四
歌
ー
六
五
六
作
者
、
六
七
三
詞
書
、
六
七
六
歌
ー
六

虫
損
を
蒙
る
。
墨
付
第

一
丁
表
（

一
面
白
紙
）
の
中
央
下
方
に
、

二
五
歌
ー
五
二
六
作
者

（五
二
五
詞
書
は
脱
）、
五
八

0
歌、

四
六
二
歌
！
四
六
三
作
者
、
五
二

0
歌
し
五
ニ
―
作
者
、

五

六
の
詞
書
•
作
者
と
歌
の
間
に
補
入
す
る

）、
四
三
九
作
者
・
歌
、
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新
収
の
歌
書
三
点

ー
「
続
古
今
集
」
「
雲
葉
集
」
「
歌
合
集
」
I

集
』
に
採
ら
れ
た
も
の
の
、
『
続
後
撰
集
』
と
の
重
複
に
気
づ
か

文
安
六
年
三
月
十
一
日
書
写
了
件
本
左
道
之
／
間
書

に
入
集
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
当
該
歌
は
い
っ
た
ん
『
続
古
今

は
詞
書
の
示
す
通
り
『
宝
治
百
首
』

（
第
二
六
二
丁
表
）

真
名
・
仮
名
の
両
序
を
欠
く
点
は
新
収
本
の
大
き
な
欠
陥
で
あ

本
云

ふ
り
は
つ
る
身
を
は
忘
て
」
を
記
す
。

前
大
納
言
基
良
／
い
く
秋
か
暮
ぬ
と
は
か
り
を
し
む
ら
ん
霜

⑦
秋
下
•
五
三
九
の
次
に
「
宝
治
弐
年
百
首
野
に
九
月
尽
／

者

文
永
二
年

〈乙
／
丑
〉
十
二
月
廿
六
日
奏
覧
之
撰
•
五
人

、。
L
V
 

勅

ち、

一
九
一
六
ー
一
九
二
五
を
有
す
る
が

一
九
二
六
は
無

⑥
 八

六
詞
書
は
脱
）
、
そ
の
次
に
一
八
八
〇
詞
書
！
一
八
八
四
作

者
（
第
二
五
八
丁
表
裏
）
が
く
る
。
親
本
の
錯
簡
が
反
映
し
て

除
棄
歌
と
考
え
ら
れ
る
異
本
歌
（
十
三
代
集
版
本
）

の
う

る。

eぷ
洛
潔
甲
か
ら
本
文
的
に
見
て
も
善
本
と
は
言
い
が
た
い
側

面
が
浮
か
び
上
が
る
。
⑥
に
よ
り
明
ら
か
に
未
精
撰
本
の
系
統
で

あ
る
こ
と
が
分
か
る
が
、
⑦
に
つ
い
て
は
注
意
さ
れ
る
。
基
良
歌

の
九
月
尽
題
詠
(
-
九
六
五
）
、

『
続
後
撰
集
j
秋
下
•
四
五
0
、
「
万
代
集
j
秋
下
・
―
二
五
七

貞
治
四
年
二
月
三
日
書
写
修
了

弘
長
二
年

〈壬
／
戌
〉
十
一
月
奉

（
一
行
分
空
白
）

正
東
山
部
類
内
也

応
永
州
一
年
三
月
三
日
書
写
修
畢

正
三
位
行
権
中
納
言
藤
原
朝
臣
宣
輔

嘉
吉
弐
年
十
二
月
三
日

（
一
行
空
白
）

於
燈
下
書
写
了
」

従
五
位
上
藤
原
親
長

本
云

い
る
の
で
あ
ろ
う
。

認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

で
が
続
き
（
第
二
五
七
丁
表
裏
、
た
だ
し

一
八
八
五
作
者
ー
一
八

れ
除
棄
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

興
味
深
い
奥
書
を
有
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
大
き
な
資
料
価
値
を

新
収
本
は
、
室
町
期
に
お
け
る
本
書
の
書
写
•
享
受
に
関
す
る
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―
二
月
三
日
に
書
写
し
た
。
文
安
六
年
(
-
四
四
九
）
三
月
―
―

の
手
に
な
り
、
そ
れ
を
甘
露
寺
親
長
が
嘉
吉
二
年
(
-
四
四
二
）

遊
紙
は
な
い
。

一
面
一

0
行
、
和
歌
一
首
上
下
句
分
か
ち
二
行
書

猪
紙
。
上
冊
は
墨
付
九
四
丁
、
下
冊
は
墨
付
九
六
丁
、

い
ず
れ
も

和
歌
集
上
（
下
）
」
と
直
書
き
す
る
。
見
返
し
梢
紙
。
料
紙
は

明
応
九
年
七
月
十

一
日」

（
第
二
六
三
丁
表
）

九
•
八
糎
の
袋
綴
本
二
冊
。

栃
子
色
の
表
紙
、
同
左
上
に
「
雲
葉

終
数
日
之
書
功

（
三
行
分
空
白
）

右
金
吾
藤

応
永
三
一
年
(
-
四
二
四）

三
月
三
日
の
書
写
は
中
御
門
宣
輔

号
、
特
別
へ
四
•
八
0
八
三
·
一
ー
ニ
。
縦
二
七
•
五
糎
、
横
一

判

件
本
奥
書
云

嘉
吉
二
年

参
議
右
大
弁
藤
原
／
朝
臣

仲
夏
中
旬
之
候

『雲
葉
和
歌
集
」

一
九
九
八
年
度
収
蔵
資
料
。
東
京
古
典
会
に
て
落
札
。
請
求
番

す
る
か
ら
で
あ
る
。

令
校
合
畢
但
猶
有
不
審
事

長
の
可
能
性
が
あ
る
。
親
長
は
同
年
八
月
一
七
日
に
七
七
歳
で
没

（
第
二
六
二
丁
裏
）

示
し
て
い
る
。
明
応
九
年
(
-
五
0
0
)
七
月
―
一
日
奥
書
も
親

改
者
也
此
本

所
望
之
間
遣
之

従
四
位
上
行
権
中
弁
藤
原
件
本
飛
鳥
井
中
納
言

〈俗
号
／
雅
永
〉
自
筆
」

の
奥
書
は
甘
露
寺
親
長
が
本
集
の
書
写
に
関
わ
っ
て
き
た
事
跡
を

享
徳
元
年
九
月
借
請
帥
大
納
言

〈実
雅
〉
本
入
道
浄
空

月
の
右
金
吾
II
右
衛
門
督
と
は
、
雅
永
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
以
上

本
云

「
件
本
奥
書
」
と
は
浄
空
筆
本
の
奥
書
で
あ
ろ
う
。
嘉
吉
二
年
五

親
長

（
飛
鳥
井
雅
永
）
筆
本
を
借
り
て
校
合
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

臣
」
も
甘
露
寺
親
長
で
あ
る
。
こ
の
時
は
三
条
実
雅
か
ら
浄
空

絹
に
贈
っ
た
。
享
徳
元
年
九
月
奥
書
の
「
参
議
右
大
弁
藤
原
朝

陶
原

頭
右
大
弁
資
絹
朝
臣

日
に
親
長
は
こ
れ
を
書
き
改
め
、
そ
の
本
を
所
望
に
よ
り
柳
原
資
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新
収
の
歌
書
三
点

ー

「続
古
今
集
」「雲
葉
集
」「
歌
合
集
」
ー

五
五
•
一

三
七
）
・
内
閣
文
庫
紅
葉
山
文
庫
本
・
同
和
学
講
談
所

本
•
都
立
中
央
図
書
館
本
・
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
本
・
群

巻
十
ま
で
を
内
容
と
す
る
伝
本
に
は
高
松
宮
本
・
書
陵
部
本
（

前
表
紙
の
見
返
し
は
本
文
共
紙
。
裏
表
紙
の
見
返
し
は
修
補
の
際

損
を
蒙
る
も
、
収
蔵
後
修
補
が
施
さ
れ
た
。
標
色
表
紙
、
同
左
上

私
撰
集
で
あ
っ
た
が
、
完
本
は
伝
わ
ら
な
い
。
早
大
本
と
同
様
に

縦
二
六
•
七
糎
、
横
一
九
•
九
糎
の
袋
綴
本
二
冊
。
全
体
に
虫

九
条
基
家
撰
『
雲
葉
和
歌
集
』
は
元
来
二
0
巻
の
規
模
を
も
っ

号
、
特
別
・
ヘ
四
•
八
0
七
三
•
一
ー
こ
。

朱
陽
印
記
あ
り
。

作
上
方
に
、
そ
れ
ぞ
れ
「
早
稲
田
／
大
学
／
固
書
」
の
単
郭
方
型

上
冊
第
二
丁
表
の
巻
一
端
作
上
方
、
下
冊
第
二
丁
表
の
巻
六
端

月

家
長

早
大
本
は
江
戸
期
の
流
布
本
系
統
に
属
す
る
が
、
伝
本
の
少
な
い

基
氏

六
月
朝
日
新
聞
社
）

「
雲
葉
和
歌
集
」
解
題
（
赤
瀬
信
吾
）
参
照
。

次
の
補
遺
歌
を
載
せ
る
。

雲
葉
和
埒
集
次
第
不
同
（
マ
マ
）

つ
の
国
の
む
こ
の
な
、
な
る
あ
り
ま
山
あ
り
と
も
見
え
す
雲

そ
た
な
ひ
く
（
マ
マ
）

わ
す
れ
め
や
御
狩
か
り
く
ら
し
か
へ
る
み
な
せ
の
山
の
端
の

一
九
八
三
年
二
月
）
、
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
第
三
四
巻
(
-
九
九
六
年

本
集
の
写
本
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

『歌
合
集
」

一
九
九
六
年
度
収
蔵
資
料
。
東
京
古
典
会
に
て
落
札
。
請
求
番

に
黄
土
色
の
題
袋
（
縦
一
七
•
六
糎
、
横
三
•
八
糎
。

虫
損
甚
し
い
）
。

成
と
撰
集
資
料
を
中
心
と
し
て
ー
」
（
「和
歌
文
学
研
究
」
四
六

し
て
は
、
大
伏
春
美
「
『
雲
葉
和
歌
集
j

に
つ
い
て
l

歌
人
構

秋
弼
中
月
部
か
ら
巻
第
十
靱
旅
埒
ま
で
を
収
録
、
九
六
丁
表
に
は

伝
覚
源
籠
・
伝
良
経
箪
の
二
種
が
知
ら
れ
る
。
本
集
の
諸
本
に
関

を
収
め
る
。
下
冊
は
「
雲
葉
和
詞
集
下
」
の
扉
題
に
、
巻
第
六

四
•
五
三
0
)

大
阪
青
山
短
大
本
（
加
藤
正
治
旧
蔵
）
、
古
筆
切
に

上
」
の
扉
題
を
置
き
、
巻
第
一
春
埒
上
か
ら
巻
第
五
秋
寄
上
ま
で

)
の
ほ
か
残
欠
本
に
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
本
・
書
陵
部
本
(
-
五

き
、
詞
書

一
字
下
げ
。
江
戸
中
期
写
。
上
冊
は
「
雲
葉
和
請
集

書
類
従
本
が
あ
り
、
彰
考
館
本
は
巻
十
ま
で
に
巻
十
五
を
付
す
。
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そ
し
て
第
五
五
丁
裏
に
は
「
内
裏
歌
合
／
建
保
四
年
八
月
当
座
四

五
四
丁
表

同

歌
合

建
保
四
年
八
月
廿
四
日
当
座

第
四
二
丁
裏
ー
第

十
五
番
無
判
詞

四
一
丁
裏

建
保
五
年
九
月
前
関
白
家
埒
合

舟
番

歌
合

建
保
四
年
八
月
廿
二
日
当
座

第
二
九
丁
裏
ー
第

十
八
番

八
丁
表

建
永
元
年
七
月
廿
五
日
卿
相
侍
臣
歌
合

州
番

内
裏
歌
合

建
保
二
年
八
月
十
六
日

第
二
丁
裏
ー
第
二

寿
／
一
蔵
書
」
の
単
郭
縦
長
方
型
の
朱
陽
印
。
収
録
内
容
は
以
下

の
通
り
。

そ
の
裏
に
は
中
央
に
「
山
岸
」
印
。
白
紙
一
丁
を
挟
ん
で
、
以
下

単
郭
丸
型
朱
陽
小
印
。
全
五
六
丁
、
う
ち
遊
紙
は
首
一
丁
の
み
、

墨
付
五
五
丁
。
墨
付
第
一
丁
表
（
一
面
白
紙
）
の
右
下
に
「
小
川

丁
表
の
左
に
「
卿
相
侍
臣
埒
合

建
永
」
と
書
き
扉
題
と
す
る
が
、

甲
」
と
墨
書
す
る
。
見
返
し
の
中
央
や
や
左
寄
り
に
「
山
岸
」
の

同
年
同
月
廿
四
日

歌
合

当
座
」
、
同
右
下
に
「
二
部
之
中
／

に
新
し
い
紙
を
貼
っ
た
も
の
。
科
紙
は
格
紙
。

歌
一
首
一
行
書
き
。
江
戸
前
期
写
。

第

一
冊
は
、
題
後
「
語
合

〈建
保
二
年
／
同
□
□
八
月
廿
二
日

／
（
以
下
虫
損
の
た
め
判
読
不
能
）
」
、
~
紙
中
央
に
「
建
保
二
年
八

内
裏
歌
合
／
同
四
年
八
月
廿
二
日

一
面

―
二
行
、
和

部
中
／
九
條
公
爵
家
旧
蔵
本

也
／
昭
和
四
年
大
呂
晦
／
岸
廼
舎
」
の
奥
書
あ
り
。

侍
臣
歌
合

建
永
元
年
／
歌
合

十
三
夜
／
影
供
歌
合

建
仁
二
年
／
建
暦
一
―
―

建
暦
三
年
／
歌
合

建
仁
元
年
八
月
／
羅
利
留
礼
呂
之
歌
」
、

同
右
下
に
「
二
部
之
中
／
甲
」
と
墨
書
す
る
。
全
四
四
丁
。
第

一

墨
付
四
一
丁
、
尾
に
遊
紙
一
丁
。
第
三
丁
の
裏
に
は
、
収
録
書
目

が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

建
麿
二
年
閏
九
月
十
九
日
仙
洞
歌
合

建
暦
三
年
九
月
十
三
夜
斑
合

建
仁
元
年
八
月
三
日
影
供
弼
合

百
八
番

こ
の
う
ち
「
建
保
五
年
九
月
前
関
白
家
埒
合
」
に
は
、
抹
消
の
線

同
年
九
月

月
十
六
日

歌

合

当

座
／

年
九
月
／
同
年
閏
九
月
〉」
、
表
紙
の
中
央
や
や
右
寄
り
に
「
卿
相

第
二
冊
は
、
題
袋
「
詞
合
〈
建
永
元
年

さ
ら
に
第
五
六
丁
表
に
は
「
歌
合

十
二
番

（八
月
廿
四
日
）
二
冊
在
圏
書
寮
」
と
本
文
別
箪
の
奥
書
、
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新
収
の
歌
書
三
点

ー「
続
古
今
集
」「
雲
葉
集
」「
歌
合
集
」
ー

お
も
ひ
し
ら
る

、

留
る
り
の
色
に
さ
け
る
朝
か
ほ
露
お
ち
て
は
か
な
き
程
そ

か
ね
ち
く

の
ぶ
ゆ
き

た
う
と
か
り
け
り

あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
本
文
別
筆
の
昭
和
四
年
奥
書
等
は
山
岸

利
り
ん
た
う
の
花
を
た
む
く
る
き
法
師
の
経
よ
む
こ
ゑ
は

さ
れ
る

。

蔵
書
印
か
ら
は
小
川
寿

一
•
山
岸
徳
平
の
旧
蔵
本
で

の
こ
の
む
ち
の
う
ち
か
ら

書
を
信
ず
る
な
ら
ば
九
条
家
旧
蔵
本
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
注
意

良
ら
ち
の
う
ち
に
く
ら
ふ
る
駒
の
か
ち
ま
け
は
の
れ
る
を

前
期
書
写
の
歌
合
伝
本
と
し
て
貴
重
で
あ
り
、
ま
た
第

一
冊
の
奥

「
定
家
卿
沓
冠
寄
」
と
は
次
の
ご
と
き
五
首
で
あ
る
。

あ
り
、
特
に
稀
隈
な
テ
キ
ス
ト
は
見
当
た
ら
な
い
も
の
の
、
江
戸

定
家
卿
沓
冠
弼
五
首

て
『
群
書
類
従
』
に
収
録
さ
れ
る
よ
う
な
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
内
容
で

第
二

0
丁
裏

第
二
三
丁
裏

第
四
三
丁
表

的
な
歌
合
テ
キ
ス
ト
が
集
成
さ
れ
て
い
る
。
書
目
と
し
て
は
す
べ

影
供
斑
合

弼
合 一

三
丁
表

歌
合

仙
洞

の
月
し
ろ

卿
相
侍
臣
埒
合

建
水
元
年
七
月
廿
五
日

建

麿

二
年
閏
九
月
十
九
日

建

麿

二
年
九
月
十
三
夜

建
仁
元
年
八
月
三
日

第
四
丁
表
し
第

第

一
四
丁
裏
し

第
ニ
―

丁
表
し

第
二
四
丁
表
し

第
四
三
丁
裏

た
れ
こ
そ
す
れ

「
良
利
留
礼
呂
」
の
難
読
音
を
沓
冠
に
読
み
込
ん
だ
作
だ
が
、

『悦
目
抄
』
（歌
学
大
系
•
第
四
巻

一
六
七
頁
。

た
だ
し
小
異
あ
り
）

ほ
か
に
見
え
る
。
そ
し
て
第
四
四
丁
裏
に
は
「
本
書
所
収
書
類
皆

在
圏
書
寮
」
と
本
文
別
箪
の
奥
書
が
あ
る
。

本
書
に
は
、
所
謂
新
古
今
時
代
お
よ
び
建
保
期
に
い
た
る
代
表

徳
平
の
箪
跡
と
考
え
ら
れ
る
。文

学
部
助
教
授
／
中
央
図
書
館
副
館
長
）

イ
タ

呂
ろ
か
い
た
て
湊
も
し
ら
ぬ
夕
や
み
に
船
こ
き
出
す
夜
は

な
お
、
第
四
丁
表
の
右
下
に
「
小
川
寿
／
一

蔵
書
」
印
を
捺
す
。

が
引
か
れ
て
い
る
。
実
際
の
収
録
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

例

礼

れ

い

の

又
そ
ら
た
の
め
す
る
人
ゆ
へ
に
心
つ
く
し
て
ま
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